
 

                   

  

 

 無  電  圧  検  出  器    形 式   Ｔ Ｓ Ｕ Ｖ － １ Ａ  ( タ イ プ 1 ) 

                Ｔ Ｓ Ｕ Ｖ － １ Ａ  ( タ イ プ 2 ) 

                                     

 

１．はじめに 

このたびは泰和高圧地絡継電器(以下、継電器)をお買い上げいただきましてありがとうございます。お届けされた商品が定格・

仕様を含めご要求のものと一致しているかご確認ください。また万一商品が破損していたり、その他不具合がございましたら、最

寄の営業所までご連絡ください。取扱いにつきましては、取扱説明書をよくお読みの上、ご使用されますようお願いいたします。 

 

付属品 取扱説明書(本紙)、試験成績書 1通  

組合せ変流器 タイプ１：試験端子巻線 ５ターン、タイプ２：試験端子巻線 １ターン、 

 

２．安全上のご注意 

  ●ここでは安全上の注意事項のレベルを「警告」および「注意」として区分しております。 

      ：回避しないと、死亡または重傷を招くおそれがある危険な状況を示す。 

     ：回避しないと、軽傷または中程度の傷害を招くおそれがある危険な状況および物的損害が発生するおそれがある場合を

示す。 

 
 

 

 

 

●通電中は端子などの充電部に触れないでください。感電するおそれがあります。 
 

●取付、取外し、配線作業等は、必ず電源を切ってから行ってください。感電、誤動作、故障のおそれがあります 
 

 

 

 

 

 

 

●開梱時に破損、変形しているものは使用しないでください。誤動作、故障の原因となります。 
 

●製品を落下、転倒などで衝撃を与えないでください。製品の破損、故障の原因となります。 
 

●高温、多湿、結露、じんあい、腐食性ガス、油、有機溶剤、大きい振動・衝撃がある環境で保管および使用はしない 
 

でください。感電、火災、誤動作、故障の原因となります。 
 

●端子台には、端子カバーを取付けた状態にして使用ください。感電、火災のおそれがあります。 
 

●端子ねじ、取付ねじは、締め付けが確実に行われていることを定期的に確認ください。ゆるんだ状態での使用は、火 
 

災、誤動作の原因となります。 
 

●清掃は乾いた布で行ってください。シンナーやベンジン等の有機溶剤を使うと、変形、変色のおそれがあります。 
 

●本製品を廃棄する場合は、産業廃棄物として処分してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この取扱説明書は、最終使用保守責任者様のお手

元に届くよう充分ご配慮ください。  

取 扱 説 明 書 
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３．端子配列、取付穴方法                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・検出器端子ネジ(Ｍ４)の締付けトルクは１．２Ｎ・ｍ、変流器端子ネジ（Ｍ３．５）の締付けトルクは０．８Ｎ・

ｍで行ってください。 

・緑色リード線（1.25mm2）は先端に圧着端子を付けて、Ｄ種接地に接続ください。ＺＣＴ入力Ｚ１(k)、Ｚ２(l)

は接地しないでください。 

・出力接点１，２は正常電圧印加時で開路(充電ＬＥＤ点灯)、無電圧時は閉路(無電圧ＬＥＤ点灯)します。 

 

４．変流器設置についてのご注意 

・検出器タイプ１はタイプ１用のＺＣＴと組合せ、シース線を５回巻いてください（ＺＣＴ貫通穴に５回通す）。 

検出器タイプ２ はタイプ２用のＺＣＴと組合せ、シース線を貫通させてください（ＺＣＴ貫通穴に１回のみ通

す）。 

・ＺＣＴは高圧線および他のシース線から１０ｃｍ以上離して設置してください。 

・ＺＣＴの二次側配線は、シールド線を使用し、１０ｍ以内としてください。 

・ＺＣＴには試験用端子をつけてあります。試験用貫通電線に試験電流が流れるように試験用電線を接続してくだ

さい。 

・試験ボタンは、高圧充電中に操作し、無電圧検出動作することを確認する試験ボタンです。 

 

５．動作の概要 

６６００Ｖ高圧電力ケーブル（対地電圧３８１０Ｖ）の充電有無を１端接地ケーブルシースに流れる充電電流

により検出し、無電圧（高圧定格電圧の１０％相当以下）と判断したとき無電圧表示および出力接点１，２が閉

路します。 

電力ケーブルのシースが１点で接地されていれば、ケーブルの充電電流はシース接地線に流れます。この電流

を変流器で検出し、約３８１Ｖ(対地電圧)以下に相当する電流になると充電されていないと判断します。電流と

電圧の関係式を下記に示します。 

Ｉ＝ωＣＶ （Ａ） ω＝２πｆ Ｃ：ケーブルの対地静電容量（Ｆ） Ｖ：対地間電圧（Ｖ） 

（参考）１相当たりの静電容量と充電電流 

・６０ｍｍ２ ＣＶ ０．２９μＦ／ｋｍ ３４７ｍＡ／ｋｍ ・１５０ｍｍ２ ＣＶ ０．３８μＦ／ｋｍ  

４５５ｍＡ／ｋｍ 

従って、判断する電流・電圧の関係はケーブルサイズとこう長に関係するので、２種類の継電器としております 

タイプ１ ６０ｍｍ２の、こう長８０ｍ以上に適用する継電器。 検出充電電流は「ＡＣ３．０ｍＡ」 

タイプ２ １５０ｍｍ２の、こう長１ｋｍ以上に適用する継電器。検出充電電流は「ＡＣ４５．０ｍＡ」 
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６．無電圧検出装置の内部および接続ブロック図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・タイプ１は、貫通シース線はＺＣＴに５回巻きしてください。 

・タイプ２は、変流器貫通シース線はＺＣＴを貫通（１回通過）してください。 

・出力接点は、高圧ケーブルが充電状態では開路し、１０％以下充電電圧（無電圧も含む）検出で接 

点が閉路します。また、検出器に操作電源が印加されていない場合は出力接点は開路しております。 

・緑色リード線（1.25mm2）は先端に圧着端子を付けて、Ｄ種接地に接続ください。 

 

７．仕様および性能 

項   目 仕                 様 

形 式 ＴＳＵＶ－１Ａ 

タイプ分類 タイプ１ タイプ２ 

検出充電電流 ＡＣ３．０ｍＡ ＡＣ４５．０ｍＡ 

高圧検出定格電圧  ＡＣ６６００Ｖ／√３ 

高圧検出定格周波数 ５０Ｈｚ 

制御電源電圧範囲 ＤＣ１００Ｖ ±２０％ 

消費電流 ＤＣ２０ｍＡ以下 

無電圧表示動作値 

(検出充電電流) 

高圧検出定格電圧の１０％相当以下 

ＡＣ３．０±２０％ ＡＣ４５ｍＡ±２０％ 

復帰方式 自動復帰 

動作時間 ２５０±５０ｍｓ 

復帰時間 ２００±５０ｍｓ 

出力接点 無電圧２ａ接点 ＡＣ２５０Ｖ ２．５Ａ ＤＣ３０Ｖ ２．５Ａ(L/R＝７ｍｓ) 

表 

示 

電源表示 緑色ＬＥＤ 

充電表示 赤色ＬＥＤ 

無電圧表示 緑色ＬＥＤ 

試験ボタン  充電運転中の操作で無電圧検出動作 

組合せ変流器 

（ＺＣＴ） 

ＺＤ－３０Ｍ０５、またはＺＢ－３０Ｍ０５（廃形品） 

ＴＳＵＶ－１Ａ用タイプ１  ＴＳＵＶ－１Ａ用タイプ２ 

取付方法 表面取り付け 

耐電圧 電気回路一括対地間 ＡＣ２ｋＶ１分間 

絶縁抵抗  電気回路一括対地間 ＤＣ５００Ｖメガ ５ＭΩ以上 

使用温度範囲 －２０～＋６０℃ 

保存温度範囲 －２０～＋７０℃ 

質量 約３１０ｇ 

検出器寸法 W ７７×H １２０×D ９５ 
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８．無電圧（無充電）検出電流試験の方法 

１）高圧電力ケーブルは無充電(停電)としてください。 

２）漏電リレー試験器を用いて変流器の試験端子に電流を流して検出充電電流値を測定します。 

３）タイプ１の試験方法 

・試験端子に約５ｍＡを通電し、継電器の充電ＬＥＤが点灯していることを確認します。その後、通電電流を徐

降し無電圧ＬＥＤが点灯（出力接点が閉路）する電流値が検出充電電流値です。 

・試験端子を用いずに試験電流を変流器に１回貫通させただけで電流を流した場合は、３ｍＡ×５＝１５ｍＡ

(±２０％)が検出充電電流判定値となります 

４）タイプ２の試験方法 

・試験端子または１回貫通線に約５０ｍＡを通電し、継電器の充電ＬＥＤが点灯していることを確認します。そ

の後、通電電流を徐降し無電圧ＬＥＤが点灯（出力接点が閉路）する電流値が検出充電電流値です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．保守点検 

安定した状態でご使用いただくため、日常点検をお願いします。 

・電源ＬＥＤ(緑)が点灯していること。 

・設置環境（周囲温度、湿度、振動、ほこりなど）に大きな変化や異常は感じられないこと。定期点検は、検出器

の機能・性能などのチェックを主たる目的として、計画的に実施ください。 

・端子のゆるみや外観異常がないか確認してください。 

 

【更新推奨時期】 

検出器の更新推奨時期は、(一社)日本電機工業会発行「ＪＥＭ―ＴＲ１５６保護継電器の保守点検指針」に準じ、

１５年を目途に計画的に更新をお奨めします。尚、更新推奨時期は保証寿命ではありませんので、ご理解お願いい

たします。 
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